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一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決

処
分
を
承
認
し
ま
し
た

第
９
号

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

⃝
�

台
風
24
号
の
影
響
に
よ
る

災
害
復
旧
費

　
　

２
８
６
１
万
円

⃝
�

錦
江
町
弓
道
場
屋
根
の
修

繕
料

　
　

77
万
８
千
円
な
ど
で
す
。

錦
江
町
指
定
居
宅
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の

指
定
権
限
が
市
町
村
に
移
譲

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
条
例
制

定
で
す
。

錦
江
町
新
築
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
減
免
条
例
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

町
内
の
法
人
及
び
個
人
の

建
築
業
者
と
の
請
負
契
約
が

な
さ
れ
た
新
築
住
宅
に
対
す

る
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置

の
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

 

改
正
前

平
成
31
年
１
月
１
日
ま
で

↓

 

改
正
後

平
成
33
年
１
月
１
日
ま
で

錦
江
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条

例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

簡
易
水
道
料
金
の
算
定
及

び
徴
収
月
が
毎
月
か
ら
２
か

月
ご
と
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

錦
江
町
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
　

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用

料
金
の
算
定
及
び
徴
収
月
が

毎
月
か
ら
２
か
月
ご
と
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

宿
利
原
学
習
セ
ン
タ
ー
再
編

事
業
改
修
工
事
請
負
変
更
契

約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
30
年
９
月
議
会
で
議

決
し
た
宿
利
原
学
習
セ
ン

タ
ー
再
編
事
業
改
修
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て
、
診
療
所
部

分
の
強
化
ガ
ラ
ス
及
び
ロ
ー

ル
ス
ク
リ
ー
ン
工
事
の
追
加

に
よ
る
変
更
契
約
で
す
。

契
約
金
額

変
更
前　

６
６
４
２
万
円

変
更
後　

６
６
８
６
万
１
千

円

錦
江
町
職
員
の
給
与
が
改
正

さ
れ
ま
し
た

　

平
成
30
年
人
事
院
勧
告
に

基
づ
き
、
給
料
表
の
平
均
０
．

２
％
、
勤
勉
手
当
支
給
率
０
．

０
５
月
分
及
び
宿
日
直
手
当

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
議

員
の
期
末
手
当
が
改
正
さ
れ

ま
し
た

　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、

議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割

合
が
０
．
０
５
月
分
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら

19
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
の
承
認
（
補
正
予

算
１
件
）、
補
正
予
算
３
件
、
条
例
制
定
１
件
、
条

例
改
正
６
件
、
陳
情
１
件
、
変
更
契
約
１
件
等
を

審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
５
名
の
議
員
が
一
般
質

問
し
ま
し
た
。

12月定例会
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小・中学校空調設備整備事業１億8375万7千円など可決
　一般会計２件、特別会計１件の補正予算を原案のとおり可決しました。補正予算の主なものは、
次のようなものです。

国県支出金返納金
286 万 6千円

子どものための教育・保育給付費

被災農業者向け経営体育成支援事業補助金
234 万 4千円

県補助金＋町補助金（事業費× 1/10）

経営戦略・資産台帳作成業務委託料
△ 133万円

入札減

橋梁補修工事（委託料との組替え）
300 万円

内ノ牧橋補修工事

地域おこし協力隊業務嘱託員報酬
△ 831万 1千円

173,150 円× 6人× 8月

扶助費
200 万円

更生医療給付費

自治会簡易水道事業補助金
139 万 8千円

神川中原園田水道組合集落水道施設修繕
174 万 8 千円× 80％

機構集積協力金
935 万 4千円

地域集積協力金	 626 万 7 千円
経営転換協力金	 248 万 2 千円
耕作者集積協力金	 60 万 5 千円

一般会計

修繕料
111 万 8千円

減圧弁修繕

簡易水道事業

小学校空調設備整備事業
1 億 1867万 5千円

需用費（消耗品費）	 23 万 1 千円
施工監理業務委託	 725 万 7 千円
工事費	 1 億 1118 万７千円

中学校空調設備整備事業
6508 万 2千円

需用費（消耗品費）	 9 万 8 千円
施工監理業務委託	 308 万円
工事費	 6190 万 4 千円
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議案に対する各議員の賛否状況

内
容

　

１
．�

小
規
模
企
業
振
興
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
。

　

２
．�

商
工
会
に
対
す
る
平
成
31
年
度
補
助
金
が
増
額
に
な

る
よ
う
執
行
部
に
働
き
か
け
、
議
会
で
承
認
い
た
だ

く
こ
と
。

不
採
択
と
す
べ
き
も
の

不
採
択
の
理
由

　

陳
情
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
県
の
商
工
会
連
合
会
が
県
下
の

商
工
会
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
町
商
工
会
と
し
て
出
す
べ
き

内
容
に
つ
い
て
精
査
さ
れ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ず
、
補
助
の
内
容

も
こ
の
陳
情
書
で
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

条
例
に
つ
い
て
は
、
制
定
に
つ
い
て
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
商
工
会
に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
総
合
振
興
計
画
の
中
で

謳う
た

わ
れ
て
お
り
、
今
後
、
総
合
振
興
計
画
の
見
直
し
も
計
画
さ
れ

る
中
で
、
商
工
会
と
も
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
制
定
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
早
々
の
制
定
に
は
、
そ
の
必
要
性
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

あ
な
た
の
陳
情
を
審
査

小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
条
例
制
定
及
び
商
工
会
に
対

す
る
平
成
31
年
度
補
助
金
要
望

　平成 30年第４回　定例会（12月議会）

議案番号 案件名
（主な内容等）

賛否の結果
厚
ヶ
瀨

浪
瀨

染
川

池
迫

池
田

川
越

笹
原

小
吉

中
野

右
田

馬
込

水
口

承認第６号 専決した事件の承認（平成 30年度錦江町一般会計補正予算（第
９号）） 簡易表決で可決

議案第56号 平成 30年度錦江町一般会計補正予算（第10号） 簡易表決で可決

議案第57号 錦江町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等
を定める条例 簡易表決で可決

議案第58号 錦江町新築住宅に対する固定資産税の減免条例の一部を改正する
条例 簡易表決で可決

議案第59号 錦江町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第60号 錦江町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第61号 平成 30年度錦江町一般会計補正予算（第11号） 簡易表決で可決

議案第62号 平成 30年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 簡易表決で可決

議案第63号 錦江町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第64号 錦江町町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第65号 錦江町議会議員の議員報酬及び期末手当並びに費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例 簡易表決で可決

議案第66号 宿利原学習センター再編事業改修工事請負変更契約の締結 簡易表決で可決

陳情書第５号 小規模企業の振興に関する条例制定及び商工会に対する平成31年度補助金要望等について
1 ● ● 除 ● ● ● ● ● ● ● ●
2 ● ● 除 ● ● ● ● ● ● ● ●

※�賛否の表示は、起立採決又は記名投票により、○賛成、●反対、除除斥となっています。
※�簡易表決とは、あらかじめ議員全員の賛成が見込まれる場合に、議長が賛成者の起立を求めず、「異議ありませんか」
と諮ることにより賛否を問う採決方法です。
※議長には、表決権がありません。
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総務厚生
常任委員会

自
主
防
災
組
織
は
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
ま
も
る
。」
こ
と
を
前
提

に
、
自
主
的
に
防
災
活
動
を
行

な
う
組
織
で
す
。

錦
江
町
で
は
、
自
治
会
を

単
位
と
し
て
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
30

年
３
月
現
在
、
90
自
治
会
す
べ
て

で
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
や
災
害
対
策
を
語
る

う
え
で
使
わ
れ
る
言
葉

に
、
自
助
、
共
助
、
公
助
が
あ

り
ま
す
が
、
自
主
防
災
組
織

に
お
い
て
は
自
助
及
び
共
助
が

地
域
の
防
災
力
を
表
し
て
い
ま

す
。

自
主
防
災
組
織
が
盛
ん
に

言
わ
れ
だ
し
た
の
は
、

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
約
98
％
は
自
力

（
自
助
）
又
は
家
族
や
隣
人
（
共

助
）
に
救
助
さ
れ
、
公
的
機

関
（
公
助
）
に
助
け
ら
れ
た
の

は
、
わ
ず
か
1.7
％
だ
っ
た
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
っ
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
平
常
時

の
活
動
と
し
て
は
、
地

域
内
の
被
害
発
生
の
要
素
や
避

難
行
動
要
支
援
者
の
確
認
な
ど

を
行
な
う
防
災
点
検
、
防
災
訓

練
の
実
施
、
防
災
研
修
会
の
実

施
、
防
災
資
機
材
の
整
備
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
災
害
時
の

活
動
と
し
て
は
初
期
消
火
、
避

難
誘
導
、
救
出
・
救
助
、
情
報

の
収
集
・
伝
達
、
避
難
所
の
管

理
・
運
営
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

錦
江
町
に
お
け
る
自
主
防

災
組
織
の
防
災
訓
練

の
実
施
状
況
は
、
平
成
27
年
は

35
％
で
、
組
織
率
は
１
０
０
％

で
あ
り
な
が
ら
活
動
を
行
な
わ

な
い
と
意
味
が
な
い
こ
と
か
ら
、

自
治
会
長
会
な
ど
で
防
災
訓

練
の
活
動
を
照
会
し
、
平
成
28

年
度
に
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

な
っ
た
結
果
、
全
体
で
は
41
％

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご

と
の
実
施
率
を
見
る
と
、
活
動

に
大
き
な
温
度
差
が
あ
り
ま
す
。

町
内
の
自
主
防
災
組
織

の
事
例
２
件
が
紹
介
さ

れ
、山
之
口
自
治
会
は
、
避
難

経
路
図
上
訓
練
を
実
施
し
、
地

震
発
生
に
よ
り
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
て
、

班
ご
と
に
地
図
を
使
っ
て
危
険

箇
所
、
避
難
経
路
を
確
認
し
、

話
し
合
い
の
結
果
を
発
表
し
て
、

情
報
を
共
有
し
た
も
の
で
す
。

木
場
自
治
会
は
、
炊
き
出

し
訓
練
及
び
初
期
消
火
訓

練
を
実
施
し
、
大
規
模
地
震
に
よ

り
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
崩
壊
、
食
糧

等
の
物
資
が
届
か
な
い
こ
と
を
想

定
し
て
、
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ

た
食
材
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
対
応
し
た
献
立
に
し
、
調
理

の
合
間
を
利
用
し
て
消
火
器
の
使

用
方
法
や
避
難
経
路
の
確
認
を
行

な
っ
た
も
の
で
す
。

自
主
防
災
組
織
の

活
動
状
況
に
つ
い
て

所管事務調査

Ａ
確
か
に
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

代
表
で
あ
る
議
員
の
方
々
に
も
、
何
か
災
害

が
起
こ
る
前
に
、
自
治
会
の
方
に
防
災
へ
の
取
り
組

み
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
い
っ
た
こ

と
を
言
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
浸
透
し
て
い
く
と
思
う
。

ま
た
、
８
月
１
日
か
ら
防
災
専
門
官
が
配
置
さ
れ
る

の
で
、
地
域
に
入
っ
て
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
の

一
役
を
担
っ
て
も
ら
う
。

Ｑ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
自
治
会
に

よ
っ
て
は
温
度
差
が
あ
り
、
自
治
防
災
に
つ

い
て
の
研
修
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
指
導
な
ど

の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ
確
か
に
温
度
差
は
あ
る
。
そ
こ
で
昨
年
、
県

の
地
域
防
災
士
を
講
師
に
招
い
て
、
研
修
会

を
実
施
し
た
。
毎
年
は
無
理
で
あ
る
が
、
こ
う
し

た
研
修
を
通
じ
て
意
識
高
揚
に
努
め
て
い
き
た

い
。Ｑ

訓
練
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
大
き
な

災
害
が
な
い
の
で
、
自
治
会
の
考
え
方

に
大
き
な
温
度
差
が
出
て
き
て
い
る
と
思
う
。
行

政
の
指
導
が
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
が
。

質 

問
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自
主
防
災
組
織
は
全
自
治
会
で
組
織
化
は
さ
れ
て
い
る
が
、
今

回
調
査
し
た
神
川
新
町
自
治
会
、
活
動
の
事
例
紹
介
が
あ
っ
た
山

之
口
自
治
会
、
木
場
自
治
会
な
ど
、
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
る

組
織
と
そ
う
で
な
い
組
織
の
温
度
差
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
全
自
主
防
災
組
織
の
活
動
の
充
実
を
図
り
、
災
害
時

に
お
け
る
避
難
体
制
の
構
築
な
ど
有
事
の
際
の
関
係
者
と
の
連

携
の
強
化
な
ど
、
防
災
専
門
官
を
中
心
と
し
て
、
町
民
の
意
識

の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
土
砂
崩
れ
の
発

生
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
の
対
策

を
早
急
に
講
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
提
言
い
た
し
ま
す
。

●
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て

神
川
新
町
自
主
防
災
組
織

で
は
、
想
定
さ
れ
る
地

震
の
説
明
が
あ
り
、
津
波
は
陸

上
で
は
津
波
高
の
２
倍
の
標
高

８
．
76
ｍ
ま
で
駆
け
上
が
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
農
協

集
荷
場
付
近
が
７
ｍ
な
の
で
、

そ
れ
以
上
に
逃
げ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
い
ざ
と
い
う
時
、

ど
こ
ま
で
逃
げ
ら
れ
る
か
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自

治
会
の
各
班
の
防
災
役
員
の
確

認
や
75
歳
以
上
の
避
難
配
慮
者

の
一
覧
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
震
や
大
雨
時
の
避
難
の
際

の
避
難
道
路
、
持
参
品
、
心
掛

け
る
こ
と
な
ど
、
さ
ら
に
自
治

会
、
そ
の
周
辺
に
お
け
る
危
険

箇
所
を
写
真
で
確
認
し
な
が
ら
、

自
治
会

住
民
へ

情
報
の

共
有
が

図
ら
れ

て
い
ま

し
た
。

台
風
24
号
で
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
た
箇
所
で
、

そ
の
後
の
台
風
25
号
で
の
被

害
防
止
の
た
め
大
型
土
嚢
を

設
置
し
た
と
こ
ろ
を
現
地
調

査
し
ま
し
た
。

以
前
も
土
砂
崩
れ
が
発

生
し
、
県
単
の
急
傾

斜
対
策
の
事
業
を
取
り
入
れ

よ
う
と
し
た
が
、土
地
の
問

題
で
、断
念
し
た
経
緯
も
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。急
傾
斜

地
の
危
険
区
域
に
も
な
っ
て

い
る
の
で
、何
ら
か
の
対
策

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
、「
大

雨
の
際
、
人
家
の
上
か
ら

町
道
か
ら
あ
ふ
れ
た
雨
水
が
土

側
溝
を
伝
い
、
こ
れ
ま
で
２
回
ほ

ど
崩
壊
し
た
こ
と
が
あ
る
。是
非
、

現
地
を
見
て
ほ
し
い
。」
と
の
意

見
が
あ
り
、
意
見
交
換
終
了
後
、

現
地
を
確
認
し
ま
し
た
。

神
川
小
学
校
体
育
館
は
町

内
13
カ
所
の
指
定
避
難

所
の
１
つ
で
あ
り
、
想
定
収
容
人

数
は
１
５
０
人
で
す
。
本
年
に
つ

い
て
は
台
風
24
号
で
９
世
帯
19

名
の
方
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

開
設
の
決
定
は
、
台
風
の

進
路
状
況
に
よ
り
、
昼

間
の
風
の
ま
だ
強
く
な
い
時
間
帯

に
自
主
避
難
の
呼
び
か
け
を
行

な
い
、
段
階
的
に
避
難
準
備
情

報
、
高
齢
者
等
避
難
の
発
令
を

行
な
っ
て
い
く
と
の
事
で
す
。

避
難
所
に
は
情
報
収
集
の

た
め
の
テ
レ
ビ
が
設
置
さ

れ
、
停
電
時
の
た
め
の
発
電
機
、

夏
場
は
扇
風
機
、
ま
た
、
一
夜
を

明
か
す
た
め
、
畳
の
な
い
施
設
で

は
マ
ッ
ト
が
準
備
さ
れ
、
食
料
、

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
な
ど
は
避
難
者
各

自
が
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、自
治
会
長
か
ら

出
さ
れ
た
旧
神
川
中

学
校
付
近
の
町
道
の
側
溝

に
砂
が
貯
ま
る
と
こ
ろ
が
あ

る
問
題
に
つ
い
て
は
、現
地

確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、将
来

的
に
は
布
設
替
え
も
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

箇
所
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

Ｑ
マ
ッ
ト
は
対
応
で

き
る
く
ら
い
の
数

が
あ
る
の
か
。

Ａ
全
体
で
１
０
０
枚

位
は
あ
る
。

Ｑ
避
難
所
で
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
対
策

は
行
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
長
期
の
避
難
の
場

合
は
、
段
ボ
ー
ル

で
仕
切
る
な
ど
協
会
と
の

提
携
に
よ
り
対
応
し
て
い

く
。 質 

問

神川新町自主防災組織の活動状況

避難所になっている神川小学校体
育館
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【
議
会
改
革
】

　

飯
綱
町
は
、
合
併
直
後
、
第

三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
破
綻
に

よ
る
多
額
の
損
失
補
償
を
支

払
う
こ
と
と
な
り
、
住
民
か
ら

の
厳
し
い
批
判
、
議
会
の
議

決
責
任
が
問
わ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
議
会
改
革
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
が
求
め
る
議
会
像
と

改
革
課
題
を
整
理
し
た
う
え

で
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会

を
目
指
し
、「
町
民
に
対
し
て

議
会
の
議
決
責
任
と
説
明
責

任
を
果
た
す
。」、「
議
会
へ
の

住
民
参
加
を
広
げ
る
。」、「
議

員
の
政
策
立
案
能
力
を
高
め
、

政
策
提
言
、
条
例
制
定
な
ど
に

取
り
組
む
。」
な
ど
８
項
目
の

議
会
改
革
を
宣
言
し
、
実
践
し

て
き
て
い
ま
す
。

【
移
住
・
地
方
暮
ら
し
の
サ

ポ
ー
ト
】

　

ふ
る
さ
と
回
帰
・
循
環
運
動

は
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｊ
タ
ー
ン
・

Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
、
地
方
で
暮
ら

し
生
活
す
る
こ
と
を
希
望
す

る
都
市
生
活
者
や
定
年
退
職

者
な
ど
の
た
め
に
、
受
け
入
れ

体
制
や
技
術
指
導
な
ど
の
基

盤
を
整
備
し
、
地
域
活
性
化
と

新
た
な
価
値
観
を
創
造
す
る

た
め
の
社
会
運
動
と
し
て
取

り
組
む
も
の
で
す
。

　

多
様
で
新
た
な
価
値
観
の

基
に
従
来
の
働
き
方
や
生
き

方
を
見
直
し
、
地
方
で
働
き
生

活
す
る
こ
と
で
豊
か
さ
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
農
林
漁
業

な
ど
第
一
次
産
業
が
再
評
価

さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
故
郷
へ

の
回
帰
・
往
還
運
動
と
し
て
自

然
豊
か
な
地
方
で
暮
ら
し
た

い
人
が
そ
こ
で
暮
ら
す
こ
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　

研
修
を
通
じ
て
、
感
じ
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

錦
江
町
も
町
民
へ
の
報
告

会
、
日
曜
議
会
の
開
催
、
各
委

員
会
で
の
調
査
に
よ
る
町
へ

の
提
言
も
行
な
っ
て
き
た
。
今

後
、
議
会
と
し
て
提
言
活
動

を
重
視
、
そ
の
た
め
「
政
策

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
導
入

し
、
町
民
の
皆
様
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
知
恵
を
お
借
り
し

て
、
政
策
づ
く
り
を
協
働
で
進

め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と

感
じ
た
。

水
口　

孝
俊

　

議
会
改
革
に
お
い
て
、
本
町

で
取
り
組
ん
で
い
な
い
案
件

に
つ
い
て
は
、
全
員
で
話
し
合

い
、
良
い
所
は
考
え
て
い
き
た

い
と
思
う
。

　

Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｊ
タ
ー
ン
・
Ｕ

タ
ー
ン
に
孫
タ
ー
ン
が
加
え

ら
れ
た
こ
と
に
期
待
し
て
い

飯綱町議会での研修

研修
報告

●�

研
修
地
と
内
容

　
長
野
県
飯
綱
町　
「
議
会
改
革
」

　
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）

　
「
移
住
・
地
方
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
」

る
。

馬
込　

守

　

議
会
か
ら
毎
年
９
月
に
「
予

算
、
政
策
要
望
書
」
を
町
に
提

出
し
て
い
る
こ
と
や
、
政
策
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
の
新
設
と
実
践

に
つ
い
て
、
特
に
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
議
員
の
な
り
手
不
足

の
解
消
の
方
法
と
し
て
、
政
策

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
に
よ

り
町
民
に
議
会
に
つ
い
て
少
し

で
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
。

厚
ヶ
瀨　

博
文

　

飯
綱
町
が
行
な
っ
て
い
る
議

会
改
革
が
、
錦
江
町
議
会
で
も

必
要
で
あ
り
参
考
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援

セ
ン
タ
ー
関
係
者
と
の
つ
な
が

り
が
あ
る
の
で
、
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
な
が
ら
、
都
会
か
ら
錦

江
町
へ
の
移
住
の
希
望
者
が
増

え
る
た
め
の
受
け
皿
を
充
実
す

べ
き
だ
と
感
じ
た
。染

川　

金
治

　

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
町

民
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
町
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
中

か
ら
、議
員
も
誕
生
し
て
い
た
。

池
迫　

重
利

　

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
と
議

会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
よ

り
、
将
来
的
に
若
者
や
女
性
の

中
か
ら
議
員
が
誕
生
す
る
こ
と

が
望
め
る
の
で
、
錦
江
町
で
も

取
り
組
め
た
ら
い
い
と
感
じ

た
。

研
修
日

　
平
成
30
年
11
月
７
日
～
９
日
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移
住
、
田
舎
暮
ら
し
は
田
舎

と
都
会
の
交
流
か
ら
始
め
る
こ

と
が
大
事
で
、
定
年
者
な
ど
で

都
会
に
自
宅
が
あ
る
方
に
は
、

田
舎
と
都
会
の
両
方
で
生
活
す

る
こ
と
を
勧
め
る
。
米
や
野
菜

の
栽
培
が
、
よ
り
人
間
的
な
生

活
を
育
む
と
思
う
。池

田　

行
德

　

錦
江
町
議
会
基
本
条
例
に

は
、
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
や
議
会

だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て
は

組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。
私
た

ち
の
議
会
だ
よ
り
を
、
ど
れ
だ

け
の
町
民
が
関
心
を
寄
せ
読
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
か
不
明
で

あ
る
。是
非
、一
度
は
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
実
態
を
把
握
す
る

と
共
に
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
を
す

べ
き
と
考
え
る
。

　

移
住
に
つ
い
て
は
、
受
け
皿

と
な
る
た
め
の
地
方
の
努
力
点

に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
し

た
。行
政
に
よ
る
空
家（
住
居
）、

仕
事
、
地
域
の
応
援
団
組
織
が

特
に
重
要
で
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
対
応
す
る
こ
と
が
肝
心
。

起
業
か
ら
継
業
へ
の
実
例
も
多

い
。
本
町
の
創
生
事
業
と
も
関

連
し
、
興
味
深
い
研
修
で
あ
っ

た
。

川
越　

裕
子

　

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
錦

江
町
で
も
検
討
し
て
み
て
は
ど

う
か
。
サ
ポ
ー
タ
ー
に
難
し
い

問
題
を
与
え
な
い
こ
と
や
、
議

会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
は

議
員
の
い
な
い
自
治
会
か
ら
若

者
や
女
性
を
人
選
し
て
い
る
こ

と
で
、
議
会
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
、
ま
た
、
議
員
に
出
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

笹
原　

政
夫

　

議
会
と
し
て
、
ま
た
議
員
と

し
て
の
「
や
る
気
」
が
感
じ
ら

れ
、
議
員
と
し
て
原
点
回
帰
し

た
研
修
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本

町
議
会
と
し
て
も
議
員
全
員
で

組
織
し
て
い
る
「
あ
な
た
の
移

住
応
援
し
ま
す
隊
」
を
充
実
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

た
研
修
で
あ
っ
た
。小

吉　

昭
弘

　

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
、

議
会
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
だ
け
で
な
く
、
議
員
の
な
り

手
不
足
の
解
消
に
一
役
買
っ
て

い
る
良
い
制
度
だ
と
感
じ
た
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
で
聞
い
た
職
を
継
ぐ
と

い
う
の
は
、
錦
江
町
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
で
仕
事
を
残
す
こ

と
と
同
じ
で
あ
る
と
思
う
の

で
、
セ
ン
タ
ー
と
連
携
が
で
き

れ
ば
い
い
と
感
じ
た
。

中
野　

德
義ふるさと回帰支援センターでの研修

傍
聴
の
受
付
の
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
、傍
聴
さ
れ
る
際
は
「
傍
聴
人
受
付
簿
」

に
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら

「
傍
聴
人
受
付
票
」
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、「
受

付
箱
」
に
投
函
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

 
傍聴人受付票 

年 月 日 
 

 
住所 

 

 
氏名 

 

 
年齢 

 

 
※記入いただいた個人情報に関しては、他の目的には一切利用しません。 
※記入後、傍聴人受付箱に投函してください。 
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12月定例会では、５名の議員より
一般質問が行なわれました。

町
独
自
の

福
祉
事
業
は
？

今
進
ん
で
い
る

事
業
は
？

子
育
て
支
援
は
？

一般質問Q＆Ａ
ここが聞きたい

※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

本
町
、
肝
属
地
域
に
お
け

る
さ
つ
ま
い
も
の
病
害
の

発
生
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

町
長　

聞
き
取
り
調
査

で
は
一
株
で
も
被
害
が

あ
る
圃
場
割
合
は
６
割
程
度
の

１
０
０
ha
。

産
業
振
興
課
長　

全
損

が
５
ha
程
度
で
あ
る
。

  

本
町
で
の
原
因
究
明
は
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

町
長　
現
段
階
で
は
試
験

場
や
大
学
等
で
県
等
を
通

じ
て
解
明
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。
町
独
自
で

の
原
因
究
明
は
非
常
に
難
し
い
。

産
業
振
興
課
長　
現
在
、

県
の
試
験
場
や
大
学
に
お

い
て
究
明
中
で
あ
り
、
菌
・
カ

ビ
類
と
の
意
見
も
あ
る
。

 

今
後
の
対
策
は
。

町
長　

圃
場
を
休
ま
せ

る
、
イ
ネ
科
の
草
を
植

え
る
、
発
病
圃
場
の
芋
を
種
芋

に
し
な
い
、
苗
の
消
毒
、
排
水

対
策
を
確
実
に
行
な
う
こ
と
を

複
合
的
に
推
進
す
る
し
か
な
い

と
考
え
る
。

 

え
ん
麦
等
の
栽
培
で
畜

産
農
家
と
マ
ッ
チ
ン
グ

し
て
は
ど
う
か
。

町長

町長

圃
場
の
休
耕
、
イ
ネ
科
作
物
の
栽
培
、
苗
の

消
毒
、
排
水
対
策
等
を
複
合
的
に
推
進
す
る

し
か
な
い
と
考
え
る
。

32
年
度
実
施
に
向
け
て
、
今
後
、
精
力
的
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

農業
施策

小吉 昭弘 議員

さ
つ
ま
い
も
の
病

害
に
対
す
る

今
後
の
対
策
は
。

道路
改修

県
道
神
ノ
川・内
之
浦
線
の
改

良
工
事
に
つ
い
て
、来
年
度
実

施
の
可
能
性
は
な
い
か
。

被害を受けた圃場の対策が急がれます

道幅が狭くなる為、
注意が必要です。

町
長　
検
討
し
た
い
。

土
壌
検
定
を
で
き
な
い

か
。

町
長　

農
協
等
と
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

県
道
５
６
１
号
神
ノ
川
・

内
之
浦
線
の
高
尾
か
ら

段
中
野
ま
で
の
未
改
修
区
間

は
、
工
事
着
工
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
た
か
。

町
長　

宿
利
原
、
池
田

両
地
区
の
公
民
館
長
に

依
頼
し
、
地
域
の
課
題
と
し
て
、

８
月
15
日
に
道
路
改
良
工
事
の

要
望
書
を
町
へ
再
度
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
８
月
22

日
に
地
権
者
の
同
意
書
を
添
え

て
町
か
ら
県
へ
要
望
書
を
提
出

し
た
。

来
年
度
実
施
の
可
能
性

は
な
い
か
。

町
長　

平
成
32
年
度
実

施
に
向
け
て
、
今
後
、

精
力
的
に
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。
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ふるさ
と納税

一般質問
Q＆Ａ

海外の情報も大切になります
（アメリカ研修の一コマ）

  

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
つ
い
て
、
今
後
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長　
返
礼
品
の
拡
大
、

或
い
は
本
町
の
取
り
組

み
の
発
信
を
強
化
し
た
い
。
ま

た
、
墓
参
り
代
行
や
空
き
家
の

管
理
代
行
等
の
サ
ー
ビ
ス
型

提
供
の
返
礼
品
の
開
拓
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。

  

本
町
の
現
在
の
金
額
と
、

今
年
度
の
目
標
額
を
示

さ
れ
た
い
。

町
長　

11
月
１
日
現
在

で
２
，
１
９
６
万
１
千

  
お
茶
の
振
興
策
と
し
て
、

輸
出
に
つ
い
て
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
契
約
の
話
が
あ
っ

た
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

応
募
３
社
で
の

選
考
会
の
結
果
、
ア
グ
リ

コ
ネ
ク
ト
と
契
約
を
し
た
。

　

11
月
に
第
１
回
目
の
セ
ミ

ナ
ー
を
行
な
い
、
32
名
の
参
加

を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
日
本

茶
ア
ワ
ー
ド
に
生
産
者
２
名
、

副
町
長
、
職
員
等
２
名
を
参
加

さ
せ
て
い
る
。

円
と
な
っ
て
い
る
。
６
千
万
円

程
度
を
目
途
に
納
税
の
働
き
か

け
を
し
て
い
き
た
い
。

  

今
後
、
よ
り
多
く
の
寄

附
を
集
め
る
為
に
は

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

町
長　

役
場
職
員
全
員

に
広
報
誌
11
月
号
の
送

付
先
の
紹
介
を
依
頼
し
、
町
外

の
知
人
・
友
人
に
も
発
送
し

た
。
ま
た
、
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
に
対
す
る
特
徴
は
、
使
い
方

　

お
茶
に
限
ら
ず
、
ほ
か
の
産

業
も
含
め
て
経
営
力
を
高
め
る

セ
ミ
ナ
ー
を
行
な
っ
て
い
き
、

「
地
域
を
牽
引
す
る
人
づ
く
り
」

も
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
月
に
は
セ
ミ
ナ
ー

と
講
演
会
を
行
な
い
、
若
手
の

お
茶
農
家
４
名
と
ア
メ
リ
カ
の

お
茶
事
情
を
中
心
に
し
た
食
に

つ
い
て
学
び
た
い
。

厚ヶ瀨 博文 議員

ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
か
。

返
礼
品
の
拡
大
と
墓
参
り
代
行
等
の
サ
ー
ビ
ス

型
提
供
の
返
礼
品
の
開
拓
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

町長

経
営
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
主
で
あ
り
、

農
家
の
意
欲
向
上
に
期
待
し
た
い
。

町長
農業
振興

茶
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
生
産

者
へ
の
指
導
も
あ
る
の
か
。

を
明
確
に
明
示
し
て
い
る
こ
と

で
も
あ
る
の
で
、
町
を
良
く
す

る
た
め
に
是
非
協
力
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
形
で
、
呼

び
か
け
を
今
後
も
続
け
て
い
き

た
い
。

  

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
関

し
て
は
生
産
者
へ
の
指

導
も
あ
る
の
か
。

町
長　
農
家
と
し
て
の
経

営
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
が
主
で
あ
る
。

　

最
大
の
目
的
と
し
て
、
こ
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
通
じ
て
農

家
の
意
欲
向
上
に
期
待
し
た
い
。
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海岸
清掃

台
風
後
の
海
岸
に
は
流

木
な
ど
の
漂
流
物
が
散

在
し
て
お
り
、
平
常
に
お
い
て

も
多
く
の
ゴ
ミ
が
漂
着
・
散
在

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
本
町
の
海
岸
清
掃
は
、
毎
年

４
月
に
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
事
業
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
毎
年
７
月
に
町
主
催
で

行
な
わ
れ
る
が
、
台
風
後
の

清
掃
が
実
施
で
き
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
環
境
省
の
海
岸
漂
着

物
等
地
域
対
策
推
進
事
業
を

取
り
入
れ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
活

用
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
本
町
の
海
岸
は
、

県
の
海
岸
漂
着
物
対
策
推

進
地
域
計
画
で
重
点
地
域
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
。
県
へ
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
。
同
時
に
委
託

事
業
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

各
種
団
体
に
も
海
岸
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
手

を
上
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

方
向
性
を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
が
ど
う
か
。

  

学
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
の
醸
成
も
大
切
だ
と
考
え

る
が
、
学
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
現
状
は
ど
う
か
。

教
育
長　

小
、
中
、
高

等
学
校
を
通
し
て
、
学
校

行
事
の
勤
労
生
産
・
奉
仕
的
活

動
行
事
等
が
あ
り
、
地
域
の
実

状
に
応
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

夏
休
み
期
間
中
を
「
青
少

年
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
実
施
月

間
」
と
し
、
子
ど
も
育
成
会
を

中
心
に
海
岸
清
掃
等
を
実
施
し

て
い
る
。
今
年
度
は
36
団
体
、

６
１
０
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

他
に
、
花
の
植
え
付
け
、
福
祉

施
設
体
験
学
習
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

一般質問
Q＆Ａ

川越 裕子 議員

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
活
用
し
た
海
岸
清
掃

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

学校
教育

今
後
の
学
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
委
託
事
業
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
近
隣
市
町
を
参
考
に
し
て
検
討
し
た
い
。

町長

福
祉
の
重
要
性
や
思
い
や
り
の
心
な
ど
を
是

非
育
成
し
た
い
。

町長

ア
授
業
等
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

今
後
の
活
動
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

教
育
長　

福
祉
の
重
要

性
や
高
齢
者
・
障
が
い

者
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を
深

め
る
こ
と
、
人
に
対
す
る
思
い

や
り
の
心
等
を
是
非
育
成
し
た

い
。

　

体
験
を
通
し
て
勤
労
の
尊
さ

や
社
会
に
奉
仕
す
る
精
神
を
養

う
こ
と
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
が
重
要
視
さ

れ
て
い
る
。

漂着物が散乱しています。

町
長　
近
隣
市
町
村
の
実

状
や
参
考
に
な
る
よ
う
な

市
町
村
の
事
例
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

各種団体の皆様、
議会議員と意見交換をされませんか。
　錦江町議会では、町民の皆さんがもっている課題など幅広く意見をうかがって、その対策を町政などに反
映させていくために、意見交換会を開催するように、議会基本条例で定めています。希望される団体等があ
りましたら、議会事務局へ申込用紙が準備してありますので、直接申し込むか、若しくはメールで申し込ん
でください。なお、自治会若しくは町内の団体に限りますので、個人では申し込むことはできません。
【Eメールアドレス：gikan-h@town.kinko.lg.jp】
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防災
行政

一般質問
Q＆Ａ

  

防
災
行
政
に
つ
い
て
、

停
電
時
に
防
災
無
線（
個

別
受
信
機
）
の
乾
電
池
切
れ
に

よ
り
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い

な
い
事
例
が
あ
る
が
、
体
の
不

自
由
な
方
や
高
齢
者
に
と
っ

て
は
電
池
交
換
が
無
理
な
方

も
多
い
。
広
報
に
よ
る
注
意
喚

起
な
ど
早
め
の
対
応
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

町
長　

広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
行
政

無
線
で
注
意
喚
起
を
図
り
た

い
。
ま
た
、
呼
び
掛
け
や
高
齢

者
宅
の
点
検
を
自
治
会
長
に

も
依
頼
し
た
い
。

  
町
道
鵜
戸
野
盤
山
線
の

鵜
戸
野
自
治
会
入
口
付

近
の
改
善
に
つ
い
て
、
耕
作
放

棄
地
と
な
っ
て
い
る
茶
園
の

あ
る
場
所
が
高
土
手
と
な
っ

て
お
り
、
細
く
カ
ー
ブ
が
き
つ

い
道
路
で
、
ま
た
交
通
量
も
多

く
、
改
善
が
必
要
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
茶
園
の
高
さ
を
低
く

す
る
な
ど
の
改
善
は
で
き
な

い
も
の
か
。

  

個
別
受
信
機
は
、
ほ
ぼ

高
齢
者
の
手
が
届
か
な

い
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
乾
電
池
交
換
作
業
を

個
別
受
信
機
の
点
検

や
電
池
交
換
、
火
災

報
知
機
の
作
動
状
況

の
点
検
に
つ
い
て
、

消
防
団
に
協
力
依
頼

は
で
き
な
い
か
。

池田 行德 議員

個
別
受
信
機
の
状
況
等
の
指
導
、
火
災
報
知

機
の
作
動
状
況
の
点
検
は
消
火
器
の
斡
旋
等

も
含
め
て
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

町長

大
型
車
両
は
鵜
戸
野
線
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
改
修
を
行
な
う
よ
り
安
全
を
確
保
で
き

る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
予
定
は
な
い
。

町長

個別受信機は、多くの家庭で天井近くに
設置されています。

改良か。利用方法での安全確保か。

道路
改修

町
道
鵜
戸
野
盤
山
線
の
鵜
戸
野
自
治
会

入
口
付
近
を
改
善
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

茶
園
を
低
く
す

る
こ
と
に
よ
り
一
部
見

通
し
は
良
く
な
る
が
、
逆
に
安

全
を
十
分
確
認
し
な
い
ま
ま

交
差
点
を
通
過
す
る
恐
れ
も
あ

り
、
大
型
車
両
に
つ
い
て
は
、

急
カ
ー
ブ
や
急
勾
配
の
無
い
鵜

戸
野
線
を
ご
利
用
頂
い
た
方
が

安
全
を
確
保
で
き
る
こ
と
か

ら
、
急
々
に
改
良
を
す
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
防
団
に
協
力
頂
く
相
談
は
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
火
災
警
報

機
も
設
置
推
進
か
ら
10
年
ほ
ど

経
っ
て
お
り
、
注
意
喚
起
並
び

に
作
動
状
況
の
把
握
も
必
要
な

の
で
、
一
緒
に
依
頼
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長　

消
火
器
の
斡
旋

等
も
含
め
、
個
別
受
信

機
の
状
況
等
の
指
導
や
火
災
報

知
機
の
状
況
把
握
も
幹
部
会
等

で
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

  

行
政
か
ら
重
機
や
材
料

の
現
物
を
提
供
し
て
も

ら
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。町

長　

地
域
の
方
々
の

思
い
が
強
け
れ
ば
、
担

当
課
、
或
い
は
地
域
の
方
々
と

の
意
見
交
換
、
話
し
合
い
を
し

た
う
え
で
、
ま
た
状
況
を
確
認

し
た
う
え
で
、
最
終
的
に
判
断

を
す
る
こ
と
が
良
い
か
と
考
え

る
。
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一般質問
Q＆Ａ

定員
適正化

定
員
適
正
化
計
画
に
つ

い
て
、
平
成
25
年
に
、

36
年
４
月
１
日
ま
で
の
第
２

次
錦
江
町
定
員
適
正
計
画
が

策
定
さ
れ
て
５
年
を
経
過
し

て
い
る
が
、
年
度
別
計
画
及
び

実
員
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

町
長　
平
成
25
年
３
月

に
新
た
な
行
政
改
革
の
方

針
を
示
し
た
第
２
次
錦
江
町
行

政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
策
定
さ

れ
た
も
の
で
、
平
成
26
年
度
か

ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
前
期
５

年
と
平
成
31
年
度
か
ら
平
成
35

年
度
ま
で
の
後
期
５
年
の
計
画

か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

前
期
５
年
の
年
度
別
の
職

麓
交
差
点
か
ら
川
原
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
間
は
児
童
・

生
徒
の
通
学
路
だ
が
、
ト
イ
レ

の
設
置
が
な
く
、
子
ど
も
達
は

民
家
を
借
り
た
り
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
中
間
地
点
に
公
衆
ト

イ
レ
の
設
置
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。町

長　
麓
交
差
点
か
ら

川
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の

約
２
キ
ロ
に
つ
い
て
は
公
衆
ト

イ
レ
が
な
い
為
、
登
下
校
時
な

ど
、
住
民
の
善
意
に
よ
り
ト
イ

レ
を
借
り
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

ご
迷
惑
を
掛
け
て
い
る
こ
と
も

あ
る
か
と
思
う
。
そ
の
為
、
公

衆
ト
イ
レ
の
問
題
は
重
大
だ
と

は
認
識
し
て
い
る
が
、
設
置
場

所
並
び
に
管
理
、
或
い
は
近
所

浪瀨 亮祐 議員

第
２
次
定
員
適
正
化

計
画
の
年
度
別
計
画

及
び
実
員
数
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

前
期
５
年
は
設
定
目
標
数
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

町長

設
置
に
は
、
場
所
並
び
に
管
理
、
或
い
は
近

所
の
公
衆
ト
イ
レ
と
の
距
離
な
ど
、
あ
る
一

定
の
基
準
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

町長

麓交差点から川原グラウンド方面へ
下校する児童たち

通学
環境

麓
交
差
点
か
ら
川
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で

の
中
間
地
点
に
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

員
の
設
定
目
標
数
は
、
平
成
26

年
度
が
１
３
４
人
、
27
年
度
が

職員数の推移（H26 年度～H30 年度）
年　　度 設定目標数 実　員　数 増　減　数
平成 26 年度 １３４人 １３４人 ±０人
平成 27 年度 １３３人 １３２人 △１人
平成 28 年度 １２７人 １２７人 ±０人
平成 29 年度 １２５人 １２４人 △１人
平成 30 年度 １２２人 １２１人 △１人

の
公
衆
ト
イ
レ
と
の
距
離
な
ど
、

あ
る
一
定
の
基
準
を
設
け
る
必

要
も
あ
る
と
考
え
る
。
な
お
、

他
市
町
で
は
、
不
審
者
が
公
衆

ト
イ
レ
に
隠
れ
て
、
児
童
・
生

徒
を
襲
う
と
い
う
事
例
も
発
生

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
、
今
回
の
ト
イ
レ
設
置
の
対

応
と
し
て
は
、
下
校
前
の
学
校

で
の
排
尿
や
排
便
指
導
な
ど
の

学
校
へ
の
協
力
も
お
願
い
し
た

い
。

１
３
３
人
、
28
年
度
が
１
２
７

人
、
29
年
度
が
１
２
５
人
、
30

年
度
が
１
２
２
人
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
実
員
数
は
、

平
成
26
年
が
１
３
４
人
、
平
成

27
年
度
が
１
３
２
人
、
平
成
28

年
度
が
１
２
７
人
、
平
成
29
年

度
が
１
２
４
人
、
平
成
30
年
度

が
１
２
１
人
と
な
っ
て
お
り
、

現
時
点
で
は
設
定
目
標
数
を
ク

リ
ア
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
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12月議会は本会議の３日間を田代で、残りの委員会等は本庁で開催する、いつもと
変わった形で実施されたところであります。
　最近特に感じる事ですが、10年前から人口減
少が叫ばれ、分かっていた事ですが10年後の
今、現状ははるかに想像を超えてあまりの人の少
なさにどうしようもない寂しさを覚えます。行政
も自治会の統合をはじめ、いろいろな対策を考え
やってはおりますが、なかなか厳しいようであり
ます。
　年が明けて平成も残りわずか。思い起こせば
阪神淡路大震災に始まり、多くの犠牲者を出した
５地区の大地震と豪雨による土砂災害等で大き
な被害が相次いでおきました。思い出したくない

時代でもありました。
　新時代は今のスポーツ界のように若者が世界
の中で大活躍をしている事が何よりも楽しみで
はないでしょうか。新しい年号は災害のない平和
な時代を期待したいものです。
　さて、もうすぐ３月議会が始まります。
「しっかり予算を組んで、将来のために今年のた
めに！」

◆議会報編集委員会
委 員 長　　小吉　昭弘
副委員長　　川越　裕子
委　　員　　馬込　守・右田　正
　　　　　　厚ヶ瀨博文

編 集 委 員

馬込　守

編 集
後 記

　１月 18日と 19 日の２日間、宿利原農村
公園にて大根やぐらライトアップイベントが
行なわれました。
　錦江町の冬の風物詩である大根やぐらが色
鮮やかに照らされ、見物や買い物を楽しむ多
くの来場者でにぎわいました。

傍聴してみませんか
３月定例会は本庁で開催！

３月定例会の会期は、
３月４日から20日
一般質問は、３月18日㈪の予定です。
役場本庁３階の議場へ
傍聴においでください。

表紙を ウ ォッチ
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